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2016年に『みどりの風』に「星が丘から文化発
信～星が丘フリンジの歩み」を寄稿しました。
私たち星が丘グループは星が丘ブランドを意識
し、もっと快適な愛される街にするため、文化発信
やコミュニティ創造の活動を「星が丘フリンジ」と
名付けました。朝活ランニング、星ケ丘学区盆踊り
大会におけるサンバチームの招致、サイクリング教
室、福よせ雛プロジェクト、フラッシュモブ等多岐
ジャンルに取り組んできましたが、代表格の演劇公
演も2014年より続け、寄稿後の2017年以降は演劇
祭として複数の劇団の演目を上演してきました。
主催　劇団円盤ライダー上演の演目と観客動員数
・2014年：「SHAKEな夜」� 358名
・2015年：「今宵はTURKEY」� 　616名
・2016年：「センチな秋」　� 642名
・2017年：「66　星が丘編」　� 676名
・2018年：「66-2　星が丘編」　� 663名
・2019年：「ブレメン」「かんむり」� 620名
演劇祭参加劇団　　総観客動員数2032名
・あおきりみかん（2016）　・名古屋山三郎一座
・スマイルバケーション　　・劇団わに社　
・神木　優　　・中内こもる即興演劇バトル　　
・平成～ズ　　
すべて劇場ではなく、劇団円盤ライダー旗揚げの
モットー「役者がいるところが舞台だ！」を合言葉
に、ある時はレストラン、ある時はボウリング場の

レーン、テナント区画、倉庫、と定員設定が常に異
なる難しい環境で上演してきました。

そして2020年、全く想像していなかったコロナ旋
風。密を避けることが当たり前となり、星が丘にお
いても様々な企画やイベントが見送られました。中
止や延期が普通になってしまいました。多種多様な
働く人々が、経済的にも精神的にも影響を受けまし
た。演劇関係者も、同業にクラスター発生や感染者
発生で打撃を受けました。ずっと継続してきた秋の
演劇公演開催は断念せざるを得ない状況でした。

お客様の笑顔が私たちの喜びで、商売の活力の源
です。演劇公演はいつしか、「今年もまたやるよね」
「今年はどこでやる？」と言われるファンを増やして
いました。「駐車場でやったらどうか」「換気は良す
ぎるくらいよね」そんな思い付きのような話し合い
の展開で、　『ザ☆ロードショー』が出来上がったの
です。私ども星が丘グループの各社は無償の会場整
備の応援団、興行収入はすべて役者たちへ。

脚本はまさに演じることができなくなってしまっ
た役者たちが、舞台を駐車場にして自分自身とやり
がいを取り戻す話です。登場人物たちの「それぞれ
の演劇への思い」が語られます。コロナ禍の脚本家、
演出家、役者の本音が投影されています。

明るいニュースが無い、諦めることが多いご時世、
中日新聞夕刊で紹介されました。
ＴＶ各局も取材に来てくれました。

何よりも、演劇を待っていたお客様が喜んでくだ
さり、応援してくださいました。
上演にあたって、会場エリアを無償提供したオー

コロナ禍のチャレンジ『星が丘フリンジ』
株式会社　水野本社（東山遊園株式会社）営業推進部　荒武　壽美
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ナーの理解もありますが、近隣の住民の皆様の日常
に無い音への理解は計り知れません。
上演終了後、２週間が長く感じられました。
演者にも、お客様にも感染者や濃厚接触者はあり
ませんでした！
もたらされた笑顔に感謝！

私 は、2020年
６月に学校法人東
邦学園、愛知東邦
大学の教職支援セ
ンター長として着
任しました。名古
屋市の教員として
38年間勤め、名
古屋市教職員福利
厚生会理事長を経
て、本学にお世話
になることとなり

ました。教員生活は長いのですが、高等教育に携わ

今、映画化の話が進んでいます。

お問い合わせ先：
　株式会社　水野本社　営業推進部
　TEL:052-753-3361
　E-Mail:eisui@hoshigaoka.co.jp

るのは初めてであり、多くのことが初体験でありま
す。そんな中で教職支援センター長という大役が務
まるかどうか不安が多くありますが、教職員の方々
はもちろん、「フレンズ・TOHO」会員ならびに関
係者の皆様から、ご指導いただきながら職責を果た
していきたいと考えています。どうぞよろしくお願
い申し上げます。
さて、相田みつを氏の詩「感動と出逢い」の中に、

「感動が人を動かし、出逢いが人を変えていく」とい
う一節があります。まさしく「出逢い」は人との出
逢いでありますが、「言葉」との出会いも、人生に大
きな影響を与える重みがあります。私の人生の背骨
を築いた「言葉」を紹介し、皆様の生き方や考え方

深く読み解きたい言葉との出会い
愛知東邦大学　教職支援センター長  辻　正人 教授　
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の参考にでもなれば幸いです。��
短い言葉ですが、その言葉の奥には深い意味があ
ります。

【常に一人称で考える】
教員として大事なことは「常に一人称で考える習
慣を身に付けること」と教えていただいたのは、初
任校で生徒指導を専門にしていた先輩です。私の座
右の銘であります。「自分だったらどうするかを考え
る」という意味ですが、ややもすると「そんなこと
分かっている」「他人事である」と素通りしてしまい
がちです。しかし、これが学びの第１歩でした。自
分のこととして考えさせるためには、自分への影響
度が大きいと思わせることがポイントです。例えば、
マスコミのニュースは、事実は伝えますが、その後ど
のような対応をして終結したのかまで報道されませ
ん。もし、その対応がとんでもなく大変なことであっ
たら、きっと受け止め方に違いが出てくるでしょう。
昨年、４年生対象の教育実習事前指導で「私の学校
であったことだが、教育実習が終了した後、３人の
学生が打ち上げで飲みすぎ、子どもからもらった手
紙や色紙などが入った鞄の置き引きにあった」とい
う話をしました。ほとんどの学生は注意しなければ
ならないということは分かっています。しかし、そ
の後の対応として、担任、該当の学生３人と大学の
ゼミの先生の５人で謝罪のための家庭訪問（附属校
であったため学区がなく名古屋市周辺までに及ぶ）
を１週間かけて行ったことを伝えると、４年生の顔
つきが変わり、真剣な眼差しで聞き入っていました。
そこで「一人称で考えさせる」とさすがに事の重大
さを感じ取っていたようです。事実を最後まで伝え、
自分だったらどうするかを考えさせることが、学生

の間接体験ではありましたが、その後の自分を見つ
める良い機会になったことと思います。学生たちに
も、常に一人称で考える習慣を身に付けてほしいと
思っています。

【クレームは宝である】
クレームや批判は聞きたくないものです。しかし、
企業では「クレームは宝である」と考えるのだそう
です。クレームがあるというのは、何らかの関心が
ある表れであり、改善すべき点を示してくれている
ものだと捉えることができ、クレームをポジティブ
に受け止めるということです。
ここで大切なことは、改善しようとする意欲があ
ることです。「今の自分は完全ではない。より良い自
分にしていくためには改善が必要だ」と考えれば、
人からの指摘についても余裕をもって冷静に受け止
めることができるのではないでしょうか。
現在、教育現場では、教職員評価が行われていま
す。当初は、力量向上を求めるものでしたが、今は
給料や昇進にも反映されるものとして実施されてい
ます。管理職が教職員評価を行いますが、校長は、
自己評価を行い評価表を教育委員会に提出すること
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となっています。常に改善が必要だと考えている私
は、教職員に無記名で評価してもらうシステムを採
用しました。これは、教職員との信頼関係ができて
いるからこそできたのではないかと思いますが、教
職員から低い評価を受けた点については、現状を分
析し、改善点を新たに提起するようにしました。校
長自ら努力する姿を教職員に見せることは、学校運
営に好影響に繋がるものです。学生には、クレーム
や障害から逃げず、まず受け止めてから改善に努め
る姿勢を育んでいきたいと考えています。

【子どもはみんな世界遺産】
「子どもはみんな世界遺産」は、ある企業のCM
キャッチコピーです。現在、日本の世界遺産は、自
然遺産と文化遺産を含め23件あるようです（2019
年現在）。歴史的な価値や将来に伝承する価値があ
るものに与えられるグローバルな認知を得たもので
あると考えた時、その偉大さを痛感します。それが、
今私たちの目の前にいる全ての子どもがみんな世界
遺産に該当するということは、それだけ一人一人の
子どもが大切であるという裏返しとなります。多様
化し複雑化する社会の中で、たくましく生き抜いて
いく子どもの育成が重要だと言われる所以だと思い
ます。　
このように考えた時、「石橋を叩いて渡る」を深く
読みとる必要があるのではないかと感じます。「石橋
を叩く�」とは、「慎重の上にも慎重を重ねて」と

いった意味合いですが、石橋を叩くのは誰でしょう
か。本人であるにもかかわらず、保護者であったり、
教師であったりしていないでしょうか。失敗はさせ
たくないとは思いますが、大人が設定した道をその
まま進ませることで「たくましく生きる」を保証す
ることができるでしょうか。「失敗は成功の基」を体
験しながら、自立を果たしていく環境づくりにこそ
学校や家庭が連携し、力を注がなければならないと
考えます。教師を目指す学生には、一人一人の個性
を大切にした教育を実現するための力量を身に付け
させたいと考えています。

【判断基準は成功確率ではない】
物事を判断する時に、何を基準に考えますか。「成
功確率が80%、失敗確率が20%」だった時はGO、
「成功確率が20%、失敗確率が80%」だった時は
STOPですか。当然事業内容や様々な条件で変わっ
てくると思いますが、判断基準は確率の問題ではな
いということを、管理職研修の中で教えていただき
ました。
判断基準は「失敗した時のリスクを取り返すこと
ができるかどうか」です。「成功確率が80%、失敗
確率が20%」の時、確率からすればほとんど成功す
ると思いますが、失敗した時、回復できる対策があ
るかということです。回復できるならば確率に関係
なくGOです。回復できないなら、いくら成功確率
が高くてもSTOPです。事前に失敗した時を想定し
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た対策を考えておくことが必要だということです。
学校に求められる危機管理にもこういった視点が必
要だと考えます。企業ではこれを Followと言って
います。事業展開をするPDCAにこのFollowを加
え、PDCA＋ Fを取り入れる企業が増えていると
のことです。思い悩む子どもや保護者への対応とし
て、学生にはこの Followの精神を持っていてほし
いと思います。

グローバル化・デジタル化が進む中、新型コロナ
の感染拡大の影響もあり、教育の在り方も大きく変
わっていくことは間違いありません。しかし、「流行
と不易」を考えた時、「不易であるそもそもは」を明
確にし、柔軟に対応していくことが求められます。
学生には、頭に残る言葉、心を揺り動かす言葉を伝
えていきたいと思っています。愛知東邦大学のます
ますの発展のために、微力ではありますが尽力して
いきたいと考えています。

良かったのか悪かったのか　
「禍

かふく
福は糾

あざな
える縄

なわ
の如
ごと
し」という諺

ことわざ
がある。「幸せ

と不幸は交互にやってくる」という警句のようであ
るが、筆者にとって昨年（2020年）は「新型コロ
ナウイルス騒ぎ」がまさにそれであった。
昨年は１月末に右の写真のような『尾張・三河　
明治の商店�絵解き散歩』（風媒社刊）という本を出
版した。内容は、1887年（明治20年）前後の愛知
県内の各種の商売をエッチングで描写した次ページ
上のような絵図を、産業史的に解説した読み物であ
る。おかげで好評で、正文館やジュンク堂、その他
でこの本のトークショーが企画され、博物館では連
続講座が組まれた。「福」であった。しかし、２月
22日に正文館の知立のお店でやった直後から「コロ
ナ自粛」が始まり、それ以後の企画は次々と全部中

（新型コロナ余談）あざなえる縄のごとき１年間（新型コロナ余談）あざなえる縄のごとき１年間
森　靖雄（愛知東邦大学地域創造研究所顧問）
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止になってしまった。「禍」であった。
ところが、年初に『戦時下の一宮�くらしと空襲』

という本の出版が決まり、当初は７月下旬に出す予
定であった。そのため時間のやりくりに頭を悩ませ
ていたが、集中して調査できるようになり「福」で
あった。しかし、同じ原因で、資料調査中の図書館
や博物館が次々と閉鎖され、調査を中断せざるを得
なくなった。「禍」である。まだ調べ残しもあったが
かなりの資料は集め終えていたので（福）、大急ぎで
とりあえず書き終えた。５月下旬である。コロナで
外出する機会がほとんど無くなり、時間を集中して
使えたので原稿書きが捗り「福」であった。
その原稿を出版社へ送ると「コロナで休業中。秋
まで待ってほしい」という連絡。出版予定があえな
く崩れたので「禍」の筈であったが、それとタイミ
ングを合わせるように、日ごろ健康な（と思ってい
た）筆者が、眩

めまい
暈や息切れを起こすようになり、病

院へ行ったら「即２週間入院」で精密診断を受ける
結果になった。診断結果は思いがけない「慢性心不
全・要手術」で「禍」。

２回の動脈手術と息子の応援　　
５月と６月に再度入院し、２本の動脈に３本のス
テント（血管拡張器具）を入れる。しばらく様子を見
る間に原稿に手を入れて時間は有効に使えた（福）。
ところが、入れ替わるように連れ合いの体調が悪く
なり、老々介護体制が崩壊しそうになる。コロナと
は関係ないが再び ｢禍｣ である。
その頃、関西でイベント関係の仕事をしている息
子が春以来全く仕事がなくなり、手伝いに来てくれ
るようになった。本人には「禍」であるが、従業員
さんを「一人一業」体制にする新しい経営改革を進
めていたので、この機に業務連絡を完全リモートに
切り替えて試行しはじめた。もともと受注がないの
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で収入が途絶えたのには困っていたが、新しい試み
をするには好都合だったようで「福」に転じた。我
が家にとっては、こうして息子の手助けがあり崩壊
の危機を乗り越えた。「福」である。

出版作業再開　　
秋になり、出版の話が再開された時期に合わせる
ように、公共機関の休止制限が緩みはじめた。そこ
で資料を調べ直して原稿を補充し、９月下旬に出版
社へ送ってひとまず休戦。その間に、６月に書いた
「1947年の一宮」の写真解説が『占領期の名古屋』
（風媒社）に収録されて10月30日に出版され、次に
今年の５月に発刊予定の『名古屋の　明治時代を歩
く』（同）に、下出民義氏（東邦商業学校校主）の事
業を紹介した「名古屋の石炭需要と石炭商」と「明
治中期の名古屋繁華街」が収録されることになった。

さらに、今年の３月６日（土）午後に日本流通学
会中部部会が『明治の商店』を題材にした公開シン
ポジウムを開くことが決まった。時節柄のリモート
方式であるが、かえって多くの方々に見ていただけ
る可能性が開けた。こんなに多くの発表の機会が重
なるのは「福」である。
ところが10月始めの夜間、連れ合いが屋内で転倒
し両足にかなりひどいけがをした。再び「禍」であ
る。暫く座れないなどの不自由はあったが幸い両足
とも骨に異常がなく、頭も打っていなかったので、
１か月ほどでほぼ回復できた。「不幸中の幸い」とい

う意味で、まあ「福」だったかな。
出版が遅れていた『戦時下の一宮�くらしと空襲』

（下の写真）は、3月18日に人間社から出版される。
1945年（名古屋や一宮大空襲・終戦の年）を挟む
前後約５年間の庶民生活史である。その間に、一宮
市が2021年４月１日から「中核都市」に指定され
ることが決まり、それを記念する意味も込めて出版
することができたので、当初よりも出版が遅れても
「福」であった。加えて、2021年10月１日は一宮
市の市制100周年に当る。そこで7月下旬発刊予定
で『（写真集）一宮市の100年』の出版が企画され、
筆者も重要な一翼を担うことになった。今年もまだ
「福」が続きそうである。
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ある記事より
加藤　誠一

善いサマリア人　
　ルカによる福音書 10 章の 29 節

　永遠のいのちを受け継ぐ　

ある律法家が尋ねた�私の隣人とはだれですかと
そこでイエス様は答えられた。ある旅人（ユダヤ
人）がエルサレムからエリコに下る途中、追いはぎ
に襲われ、半殺しのひどい目にあったとき、たまた
ま通りかかった祭司は同胞にも拘らず、見て見ぬふ
りをして道の向こう側を通り過ぎ、次に通りかかっ
たレビ人も同じく、無視して通過。しかるに次に通

りかかったあるサマリヤ人はこの被害者を哀れに思
い、介抱し、宿屋に連れて行き、お金まで出してそ
の世話を託した。
ご承知の通り、ユダヤ人とサマリヤ人は歴史的に
対立関係にあり、いわば犬猿の仲。それにもかかわ
らず、よりによってこのサマリヤ人が冷たい同胞に
代わって面倒を見たという訳です。

2020年６月15日
ロンドンで人種差別に抗議するデモとそれに対抗
するデモが衝突した13日、倒れた白人男性を担いで

BBC より
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かった」�「何人かが彼の周りに集まって人の流れを
遮断し、これ以上彼の身に身体的な危険が及ばない
ようにしていました。彼は怪我をしており、命の危険
がありました」�「『もしあの場所に居続けたら、彼は
助からないだろう』と私は思いました。だから彼を
担ぎ上げて肩に乗せ、警察の方に向かいました。男
性の周りにいた人たちが、私と私が肩に担いだ男性
を囲んで守ってくれました」�「男性を運んでいる間、
自分の体に誰かがぶつかったり叩かれたりするのを
感じました。私の周りにいた男性たちもおそらく、
ぶつかられたり体を叩かれたりしたでしょう」�彼ら
が私を助けてくれなかったら、私は人混みの下敷き
になっていたでしょう。これはチームワークです」
ハッチンソンさんの Instagram:�「これは黒人 vs
白人ではなく私たち全員vs人種差別主義者です。私
たちはお互いを助け合い、助けが必要な人を私たち
は守ります」

（BBCより）

善きサマリア人の法、英：（Good�Samaritan�
laws）は、「災難に遭ったり急病になったりし
た人など（窮地の人）を救うために無償で善意
の行動をとった場合、良識的かつ誠実にその人
ができることをしたのなら、たとえ失敗しても
その結果につき責任を問われない」という趣旨
の法である。誤った対応をして訴えられたり処
罰を受ける恐れをなくして、その場に居合わせ
た人による傷病者の救護者の合理的な救護行為
を法的に保護し、またそのような救護を促進し
よう、との意図がある

助け出す黒人男性の姿が撮影され、注目を集めた。
このことから形骸化した、命のない偽りの信仰の
虚しさ。　一方、民族的対立や恩讐を超えた心からな
る人間的な愛の発露。すなわち普遍的、一方的で無
償の愛の大切さをイエス様が教えられたわけです。
この一コマはキリスト信仰の礎たる愛の教えの神髄
を示すものとして、とても重要な聖書箇所と思いま
す。
以下はその記事を抜粋したものです。
人種差別に抗議するデモ「Black�Lives�Matter

（黒人の命は大切だ）」が広がり、かつての奴隷商人
らの銅像が撤去されているイギリス。
その一方で、極右活動家らがBlack�Lives�Matter
に対抗するデモを始めている。�緊張が高まる中、ロ
ンドンでBlack�Lives�Matter デモ参加者が怪我を
した対抗デモの参加者を救出し、英雄的な行為だと
賞賛が集まっている
この人種差別抗議デモへの対抗デモを、極右活動
家らが６月13日にロンドンで開催。銅像や記念碑を
守るために対抗デモをしたと主張し、その一部が警
察と衝突した。�怪我をした対抗デモの参加者を肩に
担いで運び出したのは、パーソナルトレーナーのパ
トリック・ハッチンソンさんだ。�ハッチンソンさん
はBlack�Lives�Matter デモ参加者たちを暴力から
守るため、友人たちとグループを結成してデモに参
加していた。�BBCによると、デモの途中に小競り
合いが起きて、対抗デモ参加者が階段で倒れて怪我
するのをハッチンソンさんは目にした。
現場の多くの人が押し寄せていて、男性の命に危
険が及ぶ可能性があったため運び出したと説明し
た。�「大勢の人が殺到していました。男性を助けよ
うとする人たちがいたのですが、うまくいっていな
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このテーマについて述べるには、私の私的なこと
に触れながら幼少期に遡らねばならない。
◆戦前の下出家
私は昭和12年生まれで出生地は名古屋市中区南鍛

冶屋町（現栄４丁目・松坂屋の北館付近）の渡部家
（竹田に改姓したのは叔母に子がなく結婚後入籍）で
ある。すなわち現在のガスビル（東邦瓦斯の発祥地で、
当時はここから都市ガスを製造・供給）の東側、戦前
の下出家の南側にあり、同家とはお隣り同士だった。
『民義自伝』によれば、下出家がここに転居された
のは明治39年とあり、以来名古屋大空襲の後、八事
に移転されるまで40年ほどおられたことになる。
大正から昭和の10年代は同家の全盛期であり、

「下出さん」宅は、東西に長い敷地で、民義先生宅
と義雄先生宅は別棟になっていた。義雄先生宅はサ
ダ夫人と間に、文子、民雄（幼少時他界されたとの
こと）、貞雄、保雄、久雄の子女の方々のほか、東
邦野球部で遠隔地の学生が書生として同居されてい
た。安田識人氏（商業５回生・旧姓田島章、戦後の
野球部監督を経て、のちに偉才の伊勢絵馬師）もそ
の一人であったとご自身が言っておられた。
私はサダ夫人に直接お目にかかる機会を失した
が、戦前戦後の激動期の下出家にあって内政を支え
られたのみでなく、学園の人脈にも精通。江崎真澄
氏をはじめ、東邦の有力OBの方々に目をかけてこ
られた。百歳を超える人生を全うされたが、一方な
らぬ巨星であったと想われる。下出家の男性は温厚
篤実型、家庭内はいわゆる「かかあ天下」の家庭が
多いように思われるが、サダ夫人がその先駆けでは
なかったかと想像している。
また義雄先生の実弟隼吉氏のご長男・幸雄氏も母
堂の朝子さんとともに民義先生宅の方におられ、私
の兄（大正15年の早生まれ）と同学年であり、小中
学時代を通しての親友だった。
一方、渡部家の祖父善兵衛は、大垣の出身で同地

私と東邦学園（２）
　　下出家とのご縁について

元法人本部　竹田 善隆
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に住居を構えたのは大正７年のこと。昭和20年３月
の大空襲により大垣に転居するまで27年間いたこ
とになる。
祖父は初め大垣で銀行業を営んでいたが、明治の
終わり頃、安藤家からの誘いで名古屋栄町で証券業
を勤しんでいた。
下出家は石炭業を基にして、電力、水力、鉄道の
ほか幾多の会社や諸団体の役員をしておられる中京
財界の重鎮。民義先生は一時名古屋株式取引所の理
事長も務めておられ、祖父とは仕事を通しても関係
があったと思われる。
また、今池の土地開発にも関与されていた。
今池といえば現在は町の中心部だが、ここが未開
の土地から本格的な町へと変わったのは昭和10年
代のこと。祖父は、証券業の傍らこの広大な土地に
目をつけ、不動産会社（社名＝名古屋土地建物）を
設立して社長を務めていた。この会社には民義先生
も関わっておられる。一方ここに映画館を設けたの
は古川為三郎氏で、戦後大きく財を成された。
しかし、この不動産会社は今池の開発がすむと同
時に解散した。
◆私の実家・渡部家
祖父渡部善兵衛（明治２年生まれ）について言及
すれば、生家は岐阜県安八郡浅草西村（現大垣の最
南端）の和田家で、同家は江戸時代の初期（正保２
年・1645年）に大垣藩主の命により浅草新田を開

発。以来同地で代々庄屋を務めてきた家である。16
歳で渡部家（旧大垣藩の下級藩士）の養子になって
以後、儒学者に漢学を、米人に英語を学び、さらに
東京の法学院で法律や英学を習得した。
郷里に戻ってからは、銀行員となった後、自ら銀行

を経営。その後同郷の安藤竹次郎氏から証券業がこれ
からは確実に儲かるとの誘いを得て、大垣出身の五家
が資本を出し証券会社を設立（明治41年、現安藤証
券）。名古屋の栄町を本店として、東京兜町、大阪北
浜、京都に支店を設けて株式で財を成すに至った。祖
父は、成功してからも郷土愛に燃えて、村の発展・開
発ならびに母校の教育関係に相次いで貢献。大正時代
の後半から昭和10年代にかけて多大の寄付を施した。
すなわち同村では大正10年頃まで電灯がなかった

のでこれを架設し、常夜燈も設置。また村社の拝殿、
参道ならびに神社への橋の架設。村の寺院の庫裏を
改修するとともに梵鐘（戦争で供出してなくなってい
た）を寄付。さらに同村に至る入口に立派な渡部橋
を架設し、村民や子供たちのたまり場になっていた。
教育関係では母校（江

え
東
ひがし
小学校）の校門設置、さ

らに村から学校に至る通学路（約３㎞）の改修と二
つの橋の架設。校門脇には奉安殿ならびに二宮尊徳
像を設置。その他大垣市内にも数々の寄進があり、
枚挙にいとまがないほどである。その結果、当時の
賞勲局から紺綬褒章を受けており、昭和59年には村
の寺院前に立派な顕彰碑が建立された。
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私が祖父の偉業を知ったのは、学童疎開で和田家
にお世話になってからのこと。江東国民学校の講堂
の正面には、神棚の脇に天皇陛下と祖父の写真が掲
げてあり、毎朝の朝礼ではこれに向かって最敬礼し、
校長先生の訓示の後、一日の授業が始まった。
私は９人兄弟の６番目。戦前の渡部家は一家12人
のほか女中３人、祖父に付き添いの看護婦２人（祖
父が大病を患い住み込みで看護）、また家事見習い
の女性（当時の箱入り娘は、学校を出てから嫁ぐま
での間、親族の家で修業したもの）などのほか、店
（安藤証券）の店員で日常的に出入りする人もいた。
私は学校で家族数を記すときに人数が判らず、帰宅
後母に尋ねた記憶がある。
◆戦前の久屋通と南久屋小学校
現在の久屋大通（テレビ塔のある100ｍ道路）一
帯が、戦前は名古屋中心部の住宅地であったことを
ご存知だろうか。
松坂屋の東側にあるエンゼルパークは元南久屋小
学校の跡地で、私も昭和19年に入学（当時は国民学
校）し、学童疎開で転校するまでここに通学した。
下出家の子女の方々は私より十数年年長の大正生
まれで、この学校を卒業されている。
平成10年に松坂屋南のクレストンホテルの大広
間で挙行された南久屋小学校の同窓会には、私は同
校の卒業生ではなかったが、下出保雄先生のお誘い
でご一緒に出席した。
同会場は入りきれないほどの盛況で、私と同学年
の人たち（栄小学校卒業生）も加わっており、ここ
で担任だった鷲見温子先生（当時は軍国少女型の厳
しい先生）に再開することができた。また、保雄先
生の紹介で下出幸雄氏（兄の旧友）に初めてお目に

かかる幸運にも恵まれた。
公立小学校にもエリート校があったようで、南久
屋小学校は名古屋の中心地にあり、校歌は

かしこき御
みのり
典のその年に（→大正天皇の即位の年）

建ちし目
め で た き
出度しるしあり

我等が通ふ学
まなびや
舎は

栄
さか
ゆく市の中

もなか
央なり

すなわち市の中心にあることを誇りに、児童にも
その意識を植え付けさせるもの。古い同窓生による
と、旧制愛知一中へは最も多く進学する学校だった
とのことで、後に総理大臣まで輩出している。また、
校庭の中ほどに老木が生い茂り、学校のシンボルに
なっていた。現在エンゼルパークの東の脇に「南久
屋小学校跡」と刻まれた石碑が建っている。この碑
は昭和55年に戦後初の同窓会が開催されたとき、母
校を懐かしんで同窓生が建立したもの。揮毫は海部
俊樹氏で、当時の文部大臣・後の総理大臣であり、
同校の卒業生（昭和５年生まれ。私の姉と同級生で
写真館の子息だった）。戦後、同校は統合されて現在
の栄小学校になっている。
しかし、私は学童疎開によって名古屋の中心部から
岐阜県西濃地方の純農村地帯へ転校し、生活環境は
一変した。一面に広がる田んぼの一本道を延々と通
学、子供の足で約１時間かかった。悪天候の日はさえ
ぎるもののない田舎道を必死に耐えながら頑張った
もの。当時は長靴もなく、藁草履で通学する子がほと
んど。雪の日はさらに苦労した。戦後間もない頃は30
㎝くらい積もるのは珍しくなく、ある時は高下駄をは
いて登校。帰路には積雪が下駄にからまって動けなく
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なり、やむなく素足で家まで帰ったこともあった。
しかし、同地での学童疎開という小さな戦争体験
は、後の私の人生に自立心、忍耐力の面で大きな影
響を与えている。
◆下出家との再会
私は学校を出てから新聞社に30年勤務。記者で
はなく、大阪本社の営業部門（広告部）へ入社した
後、５年後に名古屋へ（11年）→大阪（５年）→東
京（８年）→名古屋（１年）と目まぐるしく転勤。
この間二度目の大阪・東京での13年間は単身赴任で
大垣の自宅との間を行き来した。
定年間近になって今度は新聞社と関係のない仕事
をやってみたいと思っていた頃、かねて職場の学校
担当者から新聞社のOBを受け入れてもよい学園
（東邦学園）があるとの情報を得て訪問した。平成４
年１月11日のことである。
最初に法人本部の大橋彰事務局長と面談。その３
日後、下出保雄理事長と名古屋観光ホテルのロビー
で面会した。昭和19年以来、下出家との再会は48
年ぶりのこと、成人してからは初めてだった。私の
印象では、まず先生のお人柄である。そして「学園
へは、お仕事の区切りがついた時点で結構です。」と
のありがたいお言葉をいただいた。
私はこの頃毎日新聞中部本社の広告部長で、時あ
たかも創刊120年記念企画に取り組んでいた。す
なわち「日英交流エキシビション」と称してホテル
ナゴヤキャッスルの１・２階を借り切って一大イベ
ントを企画。英国展（王冠など）のほか講演会、さ
らに会場を盛り上げる英国関連のアトラクションを
３月５日から４日間にわたって実施して大好評を博
し、これによる広告収入も未曽有のものとなった。
終了後、英国政府観光庁から英国一周の旅（１週

間）のご招待を受けた。日本を出発する４月25日は、
名古屋（小牧空港）→ロンドン間の直行開始の第一
便で出発。ところが、英国国内を巡って３日目の早
朝、ダーリントン（ロンドンから1000㎞ほど北の
片田舎の町）のホテルで毎日新聞からの国際電話で
養母が急逝との連絡（86歳で出発前は元気だった）。
しばし呆然とした。このままロンドンへ引き返すわ
けにもいかず、考えたうえで自宅へ電話。同地から
日本へ繋がるのに約40分以上かかったが、取り敢え
ずご町内の支援で密葬を（当時は家族葬の習慣はな
かった）。帰宅後に菩提寺をお借りして本葬（英国政
府観光庁からも花輪）を行った。
所属長を務めていると、２・３ヶ月先の行事や会
合の予定が次々に入ってくる。そこで帰国後は全て
「欠席」の返事を出し、新聞社との区切りをつける
ことにした。そして日英交流エキシビションを置き
土産にするような形で、６月30日毎日新聞中部本社
代表室で私のみの定年式（夫婦同伴）を行ってもら
い、新聞社に区切りをつけることができた。
休むことなく翌７月１日、東邦学園法人本部に出
勤。この天から与えられたような不思議なご縁によ
り、以後14年間ここでお世話人ることに。特に下出
保雄理事長、大橋彰事務局長には着任早々から私の
立場をよくご理解いただき、また学園の方々にもご
厚誼いただいて、第二の人生を無事に過ごさせてい
ただいたことはありがたく、感謝々々です。

◇
今回は私の人生で下出家との関わりについてやや
踏み込んで述べることになったが、次回は法人本部
での業務やフレンズ・ＴＯＨＯの経緯などについて
記し、この拙文を締めさせていただきたいと思う。
� （つづく）
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２月 19日

小室淑恵氏講演会オンライン開催

2019年６月、総
会時に小室淑恵氏
招聘の希望を述べ
たところ、元学長
山極完治先生が可
能 性 あ り と の こ
と。そこからこの
プロジェクトは始
まりました。８月 
愛知中小企業家同
友会へ後援をお願

いし、愛知県経営者協会の牧野様のご協力を得、周
到に準備をすすめて、120名以上の参加者を予定し
ましたが、翌年２月予定の講演会はコロナの急速な
感染拡大状況によって延期。すぐにリベンジと６月
ガーデンパレスでの総会記念講演に小室様の快諾を
いただきました。が、総会自体も開催できずさらに
延期。３度目の云々で今回こそリアル講演として場
所を東急ホテルにして快諾を三度。宣伝を繰り広げ
て参りました。しかしながら事態は緊急事態宣言発
出。１月半ば過ぎ最終打ち合わせをワークライフバ
ランス社ともち、オンライン講演として最終決定。
急遽開催方式を変えましたので、事務局としては郵
送作戦で合計数回、昨年お申込みいただいたメール

アドレスの分かる方々にメール配信。愛知県経営者
協会の牧野様のご協力で300通ほどのメール配信も
あり、当日まで76名のお申し込みとなりました次
第。

名古屋ガーデンパレス、名古屋東急ホテルの方々
には本当に申し訳ない思いでキャンセルをせざるを
得ませんでした。紙面を拝借してお詫び申し上げま
す。

演題・タイトルは、「『関係の質向上』で働き方改
革！　業績とモチベーションが上がる残業ゼロの仕
事術」。この下地になっているのは「ダイヤモンド
社」刊行「残業ゼロの仕事術」ですが、ビジネスコー
ナーに並んでいるこの手の本を「自己啓発本」「ハ
ウツー本」と敬遠するかもしれません。しかしなが
ら著作の主旨は「職場での関係の質の向上、その根
本要因としての「心理的安全性」です。「心理的安
全性とは、『このチームなら、自分の意見を笑われ
ない、拒絶されない、叱られない』と思える安心感
のこと」つまり安心して意見をいいあえる関係性の
中でこそ、仕事の「生産性」があがり、残業ゼロの
職場がつくれるのだと。貫くのはチームワーク論で
す。

単なる手の問題ではない、深い課題を提起し、そ
の具体的手法を紹介して情熱的なご講演であったこ
とをご報告いたします。 

以上

企　画　報　告



誰にでも読みやすい UD フォントを使用しています
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編集後記
　今後の活動スタイルを模索している。６月総会開催は保
留。また追って会員の皆様にはお知らせしたい。ただ講師
の段取りは済ませ知る人ぞ知る「内橋克人」先生にご快諾

をいただいている。少なくともオンラインは可能とのこと。
皆様とともにフレンズの新たな道、探っていきたい。
 （Ｍ）　

東邦グラウンドの椿

熱田神宮

鶴の置物 ( 柳星山常念寺 )

朝日が昇る 平和公園の梅 東山スカイタワー

東邦グラウンドの椿

朝日が昇る

熱田神宮

鶴の置物 ( 柳星山常念寺 )

星が丘テラス星が丘テラス

東山スカイタワー平和公園の梅

一宮市三岸節子記念美術館一宮市三岸節子記念美術館




